
（1）　第４００号

お
茶
の
水
女
子
大
に
初
の
合
格
者
！

他
国
公
立
大
学
合
格
の
朗
報
続
く
！

　

国
公
立
大
学
で
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
島

根
大
学
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
に
既
に
合
格
を
決

め
る
な
ど
、
今
年
度
３
年
生
は
幸
先
の
良
い
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。

　

中
で
も
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
は
本
校
初
の

合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
合
格
し
た
福
田

珠
希（
3-5 

北陵
）
は
出
雲
北
陵
中
の
出
身
で
あ
り
、
本

校
で
6
年
間
培
っ
た
力
を
生
か
し
、
難
関
突
破
を

成
し
遂
げ
た
。
ま
た
、
私
立
大
学
に
つ
い
て
も
、

日
本
大
学
、
京
都
外
国
語
大
学
、
広
島
修
道
大
学

を
は
じ
め
、
志
望
校
合
格
の
朗
報
が
次
々
と
届
い

て
い
る
。
合
格
者
の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

志
望
校
へ
の
熱
い
思
い
を
持
ち
、
地
道
な
努
力
を

重
ね
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
後
に
続
い
て
欲
し
い
。

【
国
公
立
大
学
】
お
茶
の
水
女
子
大
学
・
島
根
大
学
・

愛
知
県
立
芸
術
大
学

【
私
立
大
学
】
日
本
大
学
・
創
価
大
学
・
神
奈
川
大

学
・
京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
橘
大
学
・
大
阪
音

楽
大
学
・
川
崎
医
療
福
祉
大
学
・
吉
備
国
際
大
学
・

広
島
修
道
大
学
・
広
島
経
済
大
学
・
安
田
女
子
大

学
・
福
山
平
成
大
学　

な
ど

【
短
期
大
学
】
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
・
大
阪

健
康
福
祉
短
期
大
学
・
関
西
女
子
短
期
大
学
・
川

崎
医
療
短
期
大
学
・
美
作
短
期
大
学　

な
ど

就
職
内
定
100
％
達
成（
11
月
末
付
）

　

９
月
16
日
以
降
、
就
職
試
験
が
開
始
さ
れ
、
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
第
一
希
望
の
企
業
か
ら
内
定
を

い
た
だ
い
て
お
り
う
れ
し
く
思
う
。

【
県
外
】
陸
上
自
衛
隊
・
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

医
療
法
人
社
団
元
気
会
横
浜
病
院
・
㈱
ジ
ェ
イ
ア

ー
ル
西
日
本
米
子
メ
ン
テ
ッ
ク
・
㈲
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ａ
・
㈱
美
旺

【
県
内
】
日
本
郵
便
中
国
支
社
㈱（
２
名
）・
島
根

農
業
協
同
組
合
出
雲
地
区
本
部
・
㈱
出
雲
村
田
製

作
所（
３
名
）・
㈱
ジ
ェ
イ
・
エ
ム
・
エ
ス
出
雲
工

場
・
㈱
ダ
イ
ハ
ツ
メ
タ
ル
出
雲
工
場（
２
名
）・
ヒ

ラ
タ
精
機
㈱（
２
名
）・
島
根
ナ
カ
バ
ヤ
シ
㈱
出
雲

工
場
・
㈱
び
ん
ご
や
・
一
畑
電
車
㈱
・
Ｋ
Ｂ
ツ
ヅ

　

少
し
前
、
物
置
の
掃
除
を
し
て
い
た
ら
、
古

い
も
の
を
入
れ
て
い
た
箱
の
中
か
ら
中
学
生
の

私
が
書
い
た
ら
し
い
進
路
志
望
調
査
の
紙
が
出

て
き
ま
し
た
。見
て
ビ
ッ
ク
リ
！
そ
こ
に
は「
声

優
」と
書
い
て
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
家
に
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
提
出
せ
ず
じ
ま
い
に

な
っ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
希
望
を

持
っ
て
い
た
こ
と
す
ら
私
自
身
す
っ
か
り
忘
れ

て
い
ま
し
た
。
高
校
に
進
学
後
、
進
路
志
望
は

二
転
三
転
し
た
末
、
最
後
に「
文
学
者
」と
な
り

ま
し
た
。
要
す
る
に
、
将
来
を
見
据
え
た
進
路

選
択
は
あ
ま
り
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
決
ま
っ
た
の
は
た
だ
何
を
勉
強
す
る

か
と
い
う
こ
と
だ
け
。
時
代
が
違
う
と
は
言
え
、

将
来
の
仕
事
と
直
に
繋
が
る
技
術
や
資
格
の
取

得
を
視
野
に
入
れ
て
進
学
先
を
決
定
す
る
生
徒

の
皆
さ
ん
の
姿
を
目
に
す
る
た
び
、
昔
の
自
分

と
比
較
し
て
、
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
そ
の
一
方
で
、
興
味
が
あ
る
、
勉
強
し

て
み
た
い
と
思
う
内
容
が
見
つ
か
る
だ
け
で
も

新
た
な
学
び
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
の
で
す
。
勉
強
の
本

当
の
お
も
し
ろ
さ
は
実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
私
自
身
大
学
に
進

学
し
て
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

　

今
、
受
験
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
受

験
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い

て
は
な
か
な
か
判
断
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
の
本
質
を
考
え
る

と
き
、
高
校
時
代
に
将
来
必
要
と
な
る
学
び
の

姿
勢
や
土
台
を
し
っ
か
り
作
っ
て
い
か
せ
よ
う

未
来
に
つ
な
が
る「
今
」を
見
据
え
て

未
来
に
つ
な
が
る「
今
」を
見
据
え
て

進
学
指
導
部
長

進
学
指
導
部
長

岡
　
由
美
子

岡
　
由
美
子

平成３０年１２月２１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４００

と
い
う
方
向
性
に
は
共
感
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
の

発
達
で
様
々
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

私
達
は
「
知
識
」
を
身
に
つ
け
る
の
は
比
較
的

容
易
な
社
会
に
生
き
て
い
ま
す
。
問
題
は
そ
の

「
知
識
」
を
ど
う
活
用
す
る
か
。
学
校
に
お
い
て

も「
知
識
・
技
能
」を
活
用
し
て
い
く
た
め
の「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
等
を
養
う
こ
と
が

重
要
視
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
力
を
問
う
問
題
が

入
試
に
出
題
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
も
う

一
つ
、一
般
入
試
を
含
め
、「
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
」
が
調
査
書
や
志
望
理
由
書
な
ど
を
通

し
て
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
高
校
生
活

に
お
け
る
諸
活
動
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
力
が

身
に
つ
い
た
の
か
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、
今

後
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
め
ば
い
い
の
か

を
考
え
、
記
録
す
る
と
い
う
行
為
は
、
自
分
の

成
長
を
意
識
し
、
学
び
に
対
す
る
主
体
的
な
姿

勢
を
養
っ
て
い
く
う
え
で
非
常
に
大
切
な
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
進
学
後
の
学
び
に
向

け
て
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
振
り
返
り
を
記
録
し
た
「
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
」（
個
人
の
活
動
記
録
）
を
土
台
に

中
身
の
濃
い
志
望
理
由
書
を
作
成
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。
積
極
的
に
様
々
な
体

験
に
取
り
組
み
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
未
来
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

今
後
の
入
試
で
は
、
皆
さ
ん
の
日
常
的
な
高

校
生
活
が
益
々
重
み
を
持
つ
も
の
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
我
々
も
皆
さ
ん
の
一
日
一
日
を
大
切

に
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進

学

状

況

キ
㈱
・
㈱
公
善
社
・
ベ
ル
ヴ
ィ　

ベ
ル
・
ブ
ラ
ー

ジ
ュ
・
静
和
会（
２
名
）・
協
栄
金
属
工
業
㈱
・
マ

ル
サ
ン
石
油
㈱
・
㈱
ジ
ン
ザ
イ
ス
チ
ー
ル
・
㈱
ダ

イ
イ
チ
雲
南
家
電
・
日
研
ト
ー
タ
ル
ソ
ー
シ
ン
グ

㈱（
２
名
）・
㈱
ア
バ
ン
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

㈲
玉
木
製
麺（
２
名
）・
ユ
ー
ロ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
㈲

（
２
名
）・
㈱
テ
ィ
ー
ア
ー
ル
ワ
イ
・
Ｊ
Ａ
い
ず
も

福
祉
会
・
小
川
工
業
㈱

 

去
る
12
月
２
日（
日
）、
千
葉
県

浦
安
市
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
た
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
本
校
な
ぎ
な

た
部
の
顧
問
で
あ
る
井
上
美
代
教
諭
が
準
決
勝
ま

で
勝
ち
進
ん
だ
も
の
の
、
４
位
の
成
績
を
収
め
た
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

平
成
30
年
度
出
雲
地
区
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

時　

12
月
15
・
16
日　

於　

出
雲
高
校
体
育
館

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
　
　

本
校　

74

－

36 

出　

雲

決
勝
リ
ー
グ

　
　
　
　

本
校　

67

－

57 

大　

社

　
　
　
　

本
校　

70

－

53 

出
雲
商

　

優
勝　

※
県
新
人
戦
ベ
ス
ト
４
シ
ー
ド
獲
得

〇

大
会
総
評

　

大
社
戦
で
は
思
う
よ
う
な
プ
レ
ー
が
で
き
ず
苦

し
ん
だ
が
、
出
雲
商
戦
で
は
前
半
か
ら
自
分
達
の

プ
レ
ー
が
で
き
た
。
ど
の
試
合
で
も
自
分
達
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
が
で
き
る
よ
う
今
後
練
習
に
励
み
た

い
。
当
日
は
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
か
ら
応
援
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

別
所
美
喜
子
教
諭　

メ
デ
ィ
ア
出
演

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
消
え
た
天
才
〜

超
一
流
が
勝
て
な
か
っ
た
人　

大
追
跡
〜
」
に
、

本
校
の
別
所
美
喜
子
教
諭
が
出
演
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
日
時　

１
月
13
日（
日
）

　
　
　
　
　

19
時
00
分
〜
20
時
54
分
※
予
定

井
上
美
代
教
諭 

全
国
４
位
に

井
上
美
代
教
諭 

全
国
４
位
に

就

職

状

況

お

知

ら

せ

皇
后
盃
第
63
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会



第４００号　（2）

美　

術　

部

第
51
回
島
根
県
総
合
美
術
展（
県
展
）

時　

11
月
17
〜
25
日　

於　

島
根
県
立
美
術
館

　

島
根
県
が
主

催
す
る
県
総
合

美
術
展
に
本
校

か
ら
デ
ザ
イ
ン

部
門
に
４
点
、

彫
刻
部
門
に
１
点
出
品
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
作

品
が
入
選
し
た
。
一
般
の
公
募
展
に
入
選
で
き

た
こ
と
は
、
生
徒
達
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と

な
っ
た
。
ま
た
顧
問
の
田
部
講
師
も
彫
刻
部
門

に
出
品
し
、
見
事
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

彫
刻
部
門　
　

銅
賞　

田
部
温
子（
顧
問
）

　
　
　
　
　
　
　

入
選　

原
雪
希
菜（
3-6 

向陽
）

デ
ザ
イ
ン
部
門　
　

入
選　

鬼
村
真
悠（
3-6 

斐西
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
佳
林（
3-6 

向陽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
七
海（
3-6 

大社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
野
綾
香（
3-6 

出三
）

第
51
回
島
根
県
高
校
美
術
展

時　

12
月
14
〜
17
日　

於　

島
根
県
立
美
術
館

　

絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
彫
刻
・
工
芸
の
各
部
門

に
全
県
の
美
術
部
員
か
ら
549
点
の
応
募
が
あ

り
、
盛
大
に
島
根
県
高
校
美
術
展
が
開
催
さ
れ

た
。
本
校
か
ら
も
46
点
を
出
品
、
36
点
が
入
選

し
た
が
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
作

品
推
挙
に
は
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
で

島
根
県
健
康
福
祉
部
長
賞
を
受
賞
！！

　

全
県
か
ら
126
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
校
か
ら

は
、
中
島
歌
穂（
2-6 

島附
）の
作
品
が
健
康
福
祉
部

長
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
田
部
愛
華（
1-6 

出一
）と

原
舞
夏（
1-6 

斐西
）

が
佳
作
に
入
賞

し
た
。
ポ
ス

タ
ー
は
今
後
、

県
内
４
会
場
で

展
示
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

中島歌穂の作品
田部温子の彫刻作品
「ＣＯＲＥ」

ダ
ン
ス
同
好
会

鳶
巣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と
と
も
に

出
雲
市
民
余
芸
大
会
に
参
加

時　

12
月
９
日　
　

於　

出
雲
市
民
会
館

　

高
校
の
部
員
で
あ
る
田
原
友
香

（
2-1 

出一
）、
椿
麻
依（
1-2 

大社
）、
山
田

琴
未（
1-2 

斐西
）
の
３
名
と
顧
問
の
八

木
講
師
が
鳶
巣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
職
員
の
方
々
と
と
も
に

出
雲
市
民
余
芸
大
会
に
参
加
し
、

ダ
ン
シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
と
林
木
音

頭
の
二
曲
を
踊
っ
た
。

　

大
き
な
動
作
で
表
情
豊
か
に
踊

る
こ
と
を
課
題
と
し
、
鳶
巣
の

方
々
か
ら
手
厚
い
指
導
を
受
け
て

迎
え
た
舞
台
は
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
た
。 

（
顧
問　

八
木
世
津
子
）

時 

11
月
25
日

〈
２
級
合
格
者
〉

柳
谷
音
羽（
3-1 

後藤
）

〈
３
級
合
格
者
〉

安
立　

響（
2-1 

向陽
）、小
川　

穣（
2-1 

出三
）、河
上
哲
也（
2-1 

出三
）

高
橋
李
空（
2-1 

出三
）、
濵
村
壮
一
郎（
2-1 

出三
）、
福
島
悠
太（
2-1 

斐西
）

藤
江
俊
介（
2-1 

出三
）、布
野
隆
省（
2-1 

大社
）、矢
野
龍
生（
2-1 

出一
）

奥
井
結
香（
2-1 

出一
）、齋
藤
唯
奈（
2-1 

斐西
）、高
橋
楓
恋（
2-1 

平田
）

土
江
萌
子（
2-1 

平田
）、永
瀬
歩
奈（
2-1 

出一
）、松
林
美
来（
2-1 

向陽
）

米
井
杏
華（
2-1 

出二
）、錦
織
真
白（
2-4 

斐西
）

〈
３
級
部
門
別
合
格
者
〉
４
名

　

先
般
、
高
校
２
・
３
年

生
普
通
コ
ー
ス
の
保
育
系

列
選
択
者
が
、
市
内
２
ヶ

所
の
保
育
園
で
そ
れ
ぞ
れ

今
年
度
２
回
目
の
保
育
体

験
実
習
を
行
っ
た
。
今
回

は
、
担
当
ク
ラ
ス
の
日
程

に
沿
っ
た
活
動
の
他
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
使

っ
た
遊
び
や
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
子
ど
も
達
の
年
齢
や
場

テ

ニ

ス

部

中
国
高
校
新
人
大
会

　

時　

11
月
17
日　
　
　

於　

竹
ヶ
端
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦

吉
岡
七
生（
1-5 
北陵
）　

⑥

－

２　

折
田（
宇　

部
）

岡　

航
輔（
2-5 
北陵
）　

２

－

⑥　

笠
岡（
米
子
北
斗
）

２
回
戦

吉
岡
七
生　

３

－

④（
Ｒ
Ｅ
Ｔ
）　

福
田（
広
島
学
院
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

１
回
戦

北
村
洸
瑠（
2-4 

出
）・
藤
原
大
知（
2-4 
出三
）

　
　
　
　
　
　

０

－

⑥　

森
脇
・
森
脇（
岩
国
）

○

大
会
総
評

　

先
日
の
団
体
戦
３
位
入
賞
の
自
信
か
ら
か
、

敗
れ
は
し
た
が
、
北
陵
ら
し
い
テ
ニ
ス
は
で
き

た
と
思
う
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

時　

12
月
２
日　
　

於　

ス
パ
ー
ク
出
雲

〈
高
校
男
子
の
部
３
㎞
〉

布
野
隆
省（
2-1 

大社
）
１
位

　

今
年
も
好
天
に

恵
ま
れ
、
ス
パ
ー

ク
出
雲
、
島
根
県

立
大
学
周
辺
を
回

る
コ
ー
ス
で
、
小

学
生
か
ら
一
般
ま

で
約
400
名
の
選
手
が
力
走
し
た
。
本
校
か
ら
は

陸
上
競
技
部
と
野
球
部
が
出
場
し
、
久
々
に
優

勝
者
も
出
た
。

　

ま
た
、
閉
会
式
前
に
は
本
校
吹
奏
楽
部
の

マ
ー
チ
ン
グ
が
披
露
さ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ

て
マ
ラ
ソ
ン
の
疲
れ
を
癒
す
ひ
と
と
き
と
な
っ

た
。 

（
陸
上
競
技
部
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

時　

12
月
９
日　

於　

浜
田
―
益
田

布
野
隆
省　

大
社
チ
ー
ム
代
表
と
し
て
出
場

大
社
チ
ー
ム　

14
位

布
野　

７
区　

20
位

（
三
保
三
隅
駅
〜
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅
前
）

面
に
応
じ
た
言
葉
か
け
、
接
し
方
な
ど
、
多
く

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。
実
習
施
設
の
皆
様
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

時　

11
月
23
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

美
術
の
基
礎
で
あ
る
素
描
に
つ
い
て
一
般
参

加
者
は
木
炭
で
、中
学
生
参
加
者
は
鉛
筆
で
、そ

れ
ぞ
れ
熱
心
に
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
上

達
が
伺
え
、
実
り
あ
る
講
習
に
な
っ
た
。

　

次
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く
の

方
に
受
講
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

《
中
学
校
》

　

11
月
30
日
、
本
校
に
て

「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
左
記
の
賞
を
い
た

だ
い
た
。
併
せ
て
、
全
国

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
よ

り
本
校
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

【
受
賞
者
】

○

出
雲
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

手
錢
杏
佳（
中3-2 

荒木
）

○

出
雲
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

　

本
田
真
央（
中3-2 

稗原
）、
佐
々
木
凱
音（
中1 

北陽
）

　

糸
賀
遥
奈（
中3-2 

湖陵
）

○

公
益
社
団
法
人
出
雲
法
人
会
優
秀
賞

　

荒
木
天
花（
中1 

灘分
）、
加
田　

凜（
中3-2 

高松
）

　

諸
井
咲
人（
中3-1 

湖陵
）

《
高
等
学
校
》

　
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
」
に
応
募
し
た
と
こ

ろ
、
本
校
か
ら
木

野
々

花（
1-5 

北陵
）
が
出
雲
税
務
署

奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
。
受

賞
に
際
し
、
出
雲
税
務
署

か
ら
２
名
が
来
校
さ
れ
、
本

校
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

税
の
作
文

保
育
実
習

保
育
実
習

第
６１
回
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定
合
格
者

第
６１
回
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定
合
格
者

第
14
回
北
陽
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
14
回
北
陽
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
27
回
浜
田
―
益
田
間
駅
伝
競
走
大
会

第
27
回
浜
田
―
益
田
間
駅
伝
競
走
大
会 力走する布野選手

学
校
開
放
美
術
講
座
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合　

唱　

部

出
雲
北
陵
中
学
・
高
等
学
校
合
唱
部　

　
　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日　
　

時
：
12
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
　

13
時
00
分
開
場　

13
時
30
分
開
演

場　
　

所
：
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

白
の
ホ
ー
ル

入
場
料
：
無
料

卓　

球　

部

第
41
回
島
根
県
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会

時　

12
月
８
日　
　
　

於　

江
津
市
民
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉

優
勝（
２
年
ぶ
り
６
回
目
）

※
全
国
大
会
出
場
決
定

【
出
場
メ
ン
バ
ー
】

杉
浦
大
和（
中2 

長束西
）、
藤
村
隼
翔（
中2 

朝来
）

三
宅
輝
也（
中2 

塩冶
）、
佐
藤
卓
斗（
中1 

塩浜
）

西
田
有
輝（
中1 

久米
）、
森
口　

諒（
中1 

寒川
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

杉
浦
大
和

３
位　

森
口　

諒

○

大
会
総
評

　

２
年
ぶ
り
に
団
体
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

た
。協
力
し
て
く
れ
た
三
宅
君
に
感
謝
し
た
い
。

 
（
顧
問　

相
場
翔
太
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
20
回
島
根
県
選
抜
交
流
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　

11
月
23
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

　

各
市
郡
で
選
抜
チ
ー
ム
を
作
り
、
試
合
を
行

っ
た
。
本
校
か
ら
は
春
日
美
津
紀（
中2 

湖陵
）、
桐

原
七
海（
中2 

塩冶
）、
兵
庫
萌
（々
中2 

塩冶
）、
山
根
百
華

（
中2 

北陽
）
の
４
人
が
参
加
し
、
結
果
、
出
雲
選
抜

A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。
ま
た
、
島
根
県
選
抜

チ
ー
ム（
12
名
）
に
春
日
が
選
出
さ
れ
、３
月
28

日
〜
30
日
に
行
わ
れ
る
第
32
回
都
道
府
県
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
の
代
表
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
試
合
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。

 

（
顧
問　

三
島
圭
一
朗
）

テ

ニ

ス

部

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県
予
選

時　

12
月
８
・
９
日　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
15
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

４　

位　

験
馬
怜
人（
中3-1 

神戸川
）

ベ
ス
ト
16　

石
川
泰
丞（
中2 

神戸川
）

時　

11
月
29
日

於　

中
高
棟　

　

昨
年
度
に
続
き
、
出
雲
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
窓
口
と
し
て
、
９
名
の
講
師
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　

生
徒
達
は
、学
年
あ
る
い
は
ク
ラ
ス
毎
に
、点

字
、
手
話
、
青
年
海
外
協
力
隊
、
デ
ィ
ジ
ー
図

書
、
高
齢
者
疑
似
体
験
の
中
か
ら
2
つ
の
講
座

を
受
講
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
日
々
活
動
し
て
お
ら
れ
る
講
師
の
方

々
の
想
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

閉
講
式
で
は
、「
世
界
の
中
に
は
、
同
じ
世

代
の
子
ど
も
達
が
、
学
校
も
行
け
ず
働
い
て
い

る
の
を
知
り
、
私
達
は
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

痛
感
し
た
」、「
手
話
を
教
わ
っ
た
が
、
耳
の
聞

こ
え
な
い
人
に
は
手
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
他

に
も
伝
え
る
手
段
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
」
な
ど
お
互
い
の
感
想
を
伝
え
あ
っ
て
い
た
。

中
学
校

○
副
会
長　

奥
田
林
太
朗（
中1 

稗原
）

　

私
は
、去
年
の
副
会
長
だ
っ

た
三
宅
さ
ん
の
よ
う
に
、生
徒

会
長
が
仕
事
を
し
や
す
い
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、生
徒
会
で
た

だ
一
人
、
学
年
が
異
な
り
ま
す
が
、
進
ん
で
意

見
を
出
す
よ
う
に
し
ま
す
。

○
議
長　

園
山
瑞
希（
中2 

湖陵
）

　

私
は
、自
分
の
役
割
は
責
任

を
持
っ
て
や
り
、全
員
が
楽
し

い
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

本
校
吹
奏
楽
部
と
合
唱
部
が
そ
れ
ぞ
れ
左
記

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
場
を
関
係
者
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

吹

奏

楽

部

出
雲
北
陵
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
　
　

ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日　
　

時
：
12
月
22
日（
土
）

　

昼
の
部　

13
時
30
分
開
場　

14
時
00
分
開
演

　

夜
の
部　

18
時
00
分
開
場　

18
時
30
分
開
演

場　
　

所
：
出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

賛
助
出
演
：
出
雲
北
陵
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
部

入
場
料
：
無
料

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

第
２
回
校
外
講
師
特
別
講
座

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
〜

　

生
徒
会
長
選
挙
の
公
示
を
受
け
４
名
の
生
徒

が
立
候
補
し
、
12
月
３
日
の
立
会
演
説
会
で
全

校
生
徒
に
思
い
を
訴
え
て
選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
11
日
の
投
票
に
よ
り
次
の
よ
う
に
決
定

し
た
。
次
年
度
は
「
平
成
」
か
ら
新
た
な
時
代

へ
の
架
け
橋
の
年
と
な
り
、
本
校
に
と
っ
て
は

創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る
記
念
イ
ヤ
ー
で
も
あ

る
。
生
徒
会
長
を
中
心
に
２
名
の
副
会
長
が
力

を
合
わ
せ
、
次
年
度
の
生
徒
会
を
盛
り
立
て
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

生
徒
会
長　

山
本　

駿
介（
2-2 

北陵
）

副
会
長　

𠮷
岡　

丈
瑠（
2-4 

出一
）

副
会
長　

松
本　

澄
佳（
2-5 

向陽
）

　

12
月
３
日
に
行
わ
れ
た
生
徒
会
長
選
挙
の
結

果
、
次
の
生
徒
が
選
出
さ
れ
た
。

○
生
徒
会
長　

三
宅
輝
也（
中2 

塩冶
）

　

私
は
、こ
の
中
学
校
を
「
活

力
あ
ふ
れ
る
中
学
校
」
に
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。生
徒

一
人
ひ
と
り
が
行
事
の
準
備

や
日
々
の
生
活
な
ど
様
々
な

場
面
で
、
自
ら
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

生
徒
会
の
中
心
と
し
て
、
明
る
く
、
笑
顔
が
絶

え
な
い
よ
う
な
、
よ
り
良
い
中
学
校
を
つ
く
っ

て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

○
副
会
長　

衣
笠
こ
と
ね（
中2 

岐久
）

　

私
は
、こ
の
学
校
を
よ
り
良

く
し
て
行
く
た
め
に
、生
徒
会

長
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、生

徒
会
だ
け
で
は
な
く
全
校
み

ん
な
で
学
校
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
働
き
か

け
を
し
て
い
き
ま
す
。

新
生
徒
会
三
役
決
定

中学校

新
生
徒
会
長
・
副
会
長
決
定

高校

●主催／出雲北陵中学・高等学校合唱部、同保護者会　
●後援／出雲市、出雲市教育委員会、出雲南ロータリークラブ、国際ソロプチミスト出雲、
　　　　山陰中央新報社、島根日日新聞社、出雲ケーブルビジョン、エフエムいずも80.1、
　　　　出雲北陵高等学校PTA、出雲北陵中学校保護者会、出雲北陵高等学校音楽後援会

12.24月12.24月
ビッグハート出雲  白のホール　

♪第１部　「冬の陽ざしの」他
♪第２部　合唱部「紅白歌合戦」
♪第３部　ミュージカル「天使にラブ・ソングを２」
♪第４部　クリスマスソング

13：00  開場
13：30  開演

2018.

入場
無料

2018★Christmas Concert

出雲北陵中学・高等学校
合唱部 22nd

クリスマス
コンサート

出雲北陵中学・高等学校　TEL 0853-21-1871
［担当：大菅］

お問い合わせ
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出
雲
税
務
署
奨
励
賞

「
税
」
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ

木

野
々
花（
1-5 

北陵
）

　

平
成
31
年
よ
り
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
税
金
は
社
会
を
よ

り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
国
民
が
出
し

合
っ
て
い
る
お
金
で
す
が
、
私
は
消
費
税

が
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
ひ
き
上
げ
ら
れ
る
と

聞
い
て
買
い
物
の
度
に
今
ま
で
よ
り
た
く

さ
ん
の
お
金
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
は
生
活
が
苦
し
く
な
る
要
因
と
し
て
考

え
て
し
ま
い
、
快
く
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
税
金
は
私
達
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
作
る
た
め
の
様
々
な
し
く
み
に

使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
税
金
の
お
か
げ
で
図
書
館

が
建
て
ら
れ
、
お
金
を
払
わ
な
く
て
も
た

く
さ
ん
の
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
中
学
生
の
時
図
書
館
で
職
場
体
験
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
職

員
の
方
か
ら
昔
は
本
一
冊
借
り
る
の
に
も

お
金
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
き
、

驚
き
ま
し
た
。今
は
た
だ
で
本
を
借
り
、様

々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
本

の
貸
し
出
し
以
外
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
う

こ
と
が
出
来
た
り
、
調
べ
も
の
が
出
来
た

り
、
色
々
な
活
用
方
法
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
い
こ
と
だ

と
気
づ
き
、
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

納
税
は
法
で
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
税
金
を
払
う
の
が
嫌
だ
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
な
い
と
い
う
考
え
は
い
け

な
い
こ
と
で
、
み
ん
な
が
平
等
に
税
金
を

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
税
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
な
思
考
を
す
る
の
で
は
な
く
税
金
の

使
い
道
を
知
り
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
そ
の
サ
ー
ビ
ス

を
広
く
活
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
増
税
に
否
定
的
な
考
え
を
持
つ
の
も

税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
安
全
で
便
利
な
暮
ら
し
を
送

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
国

民
一
人
ひ
と
り
が
、
一
生
懸
命
働
い
て
税

金
を
納
め
て
く
れ
る
か
ら
出
来
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
感
謝
し

て
、
日
々
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
か
社
会
に
出
て
働

く
と
き
に
は
き
ち
ん
と
税
金
を
納
め
、
少

し
で
も
社
会
や
み
ん
な
の
役
に
立
て
る
様

に
生
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

出
雲
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

税
金
に
つ
い
て
考
え
る

手
錢
杏
佳（
中3-2 

荒木
）

　

普
段
、
ス
ー
パ
ー
の
商
品
に
つ
い
て
い

る
消
費
税
な
ど
の
税
金
は
一
体
ど
ん
な
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私

達
が
何
気
な
く
毎
日
使
っ
て
い
る
道
路
や

信
号
、
橋
な
ど
の
建
設
物
や
学
校
、
教
科

書
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
達
の
医
療
費
や
年
金
、
子
育
て
支
援
な

ど
、
す
べ
て
の
人
の
生
活
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
税
金
と
は
、
私
達
の
暮
ら
し
を
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
支
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
税
金
が

あ
る
こ
と
で
、
人
の
健
康
や
生
命
を
守
っ

た
り
、
安
全
や
公
共
の
場
所
な
ど
の
維
持

に
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
年
に
2
回
徳
島
に
い
る
祖
父
母

の
家
に
帰
っ
て
い
ま
す
。
四
国
に
あ
る
祖

父
母
の
家
に
向
か
う
と
き
、
私
は
、
瀬
戸

大
橋
を
通
り
ま
す
。
岡
山
県
と
香
川
県
を

結
ぶ
瀬
戸
大
橋
を
通
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
瀬
戸
大
橋
の

下
に
あ
る
与
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
か
ら

見
る
瀬
戸
内
海
が
と
て
も
壮
大
で
、
す
て

き
だ
か
ら
で
す
。
瀬
戸
大
橋
は
、
全
長
13
・

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
工
期
は
9
年

6
か
月
、
総
工
費
は
1
兆
１
３
３
８
億
円

で
す
。
瀬
戸
大
橋
開
通
前
は
、
本
州
と
四

国
と
の
交
通
運
送
は
す
べ
て
海
上
運
送
で
、

フ
ェ
リ
ー
や
連
絡
船
で
一
時
間
も
か
か
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
開
通
し
た
こ

と
で
濃
霧
や
強
風
、
波
に
よ
る
大
荒
れ
な

ど
の
気
象
条
件
が
影
響
し
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
欠
航
や
乗
り
換
え
、
物
の
積
み
替

え
の
待
ち
時
間
が
な
く
な
り
、
本
州
と
四

国
が
わ
ず
か
約
10
分
間
で
移
動
で
き
、
大

幅
な
時
間
短
縮
と
な
り
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
瀬
戸
大
橋
が
開
通
さ
れ
た
こ
と
で
四

国
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
第
三
次
産

業
が
発
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
税
金
が
あ
る
お
か
げ
で
あ
り
、
瀬

戸
大
橋
の
建
設
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
の
お
か
げ
で
も
あ
り
、
税
金
を
納
め
て

い
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
お
か
げ
で
も
あ

る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
に
よ

り
、
多
く
の
方
の
生
活
が
奪
わ
れ
、
長
期

に
わ
た
っ
て
避
難
生
活
を
送
り
、
日
常
の

生
活
を
取
り
も
ど
そ
う
と
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
住
む
家
だ
け
で
は
な
く
、
道
路
、
鉄

道
な
ど
の
交
通
の
便
も
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
災
害
に
あ
っ
た
地
域
の
人
々
が
、
も

う
一
度
過
ご
し
や
す
い
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
道
路
な
ど
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
私
達
に
で
も
で

き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
募
金
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

税
金
を
納
め
る
こ
と
も
社
会
貢
献
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
消
費
税
が
引
き
上
げ
に
な
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と

き
は
、
家
計
的
に
は
大
き
な
負
担
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
、

『
誰
か
の
た
め
』『
何
の
た
め
』
か
と
考
え

な
が
ら
生
活
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
自

分
の
た
め
で
は
な
く
、
誰
か
の
た
め
に
何

か
を
一
生
懸
命
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

作
品
と
研
究

今月の
 1枚

福
島　

悠
太

（ 2-1）斐西

「
見
た
な
」
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